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再 掲

3
月
25
日
発
売

死
と
命
の
メ
タ
フ
ァ

キ
リ
ス
ト
教
贖
罪
論
と
そ
の
批
判
へ
の
聖
書
学
的
応
答

浅
野
淳
博
［
著
］�

◆
Ａ
５
判
・
３
６
０
頁
・
定
価
２
９
７
０
円

「
キ
リ
ス
ト
は
人
間
に
代
わ
っ
て
罪
を
負
い
、
い
け
に
え
と
し
て
死
ん
だ
」
と
い
う
代
理
贖
罪
的
な
表
現
は
ど
こ
ま
で
適
切

か
。
少
数
者
に
犠
牲
を
強
い
る
「
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム
」
を
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
内
包
し
て
い
る
と
す
る
哲
学
者
・
高
橋
哲

哉
氏
の
議
論
を
批
判
的
に
捉
え
つ
つ
、
聖
書
お
よ
び
関
連
古
代
文
献
を
広
く
検
証
し
て
、
聖
書
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

キ
リ
ス
ト
の
死
に
至
る
生
き
様
の
真
の
意
味
を
探
り
、
そ
の
意
味
を
い
か
に
語
る
か
を
方
向
づ
け
た
力
作
。

青
野
太
潮
著　
「
十
字
架
の
神
学
」
の
展
開
　〈
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
〉�

定
価
４
４
０
０
円

ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
と「
神
の
下
の
国
家
」ア
メ
リ
カ

福
音
伝
道
者
の
政
治
性�

◆
四
六
判
・
２
１
６
頁
・
定
価
２
７
５
０
円

相
川
裕
亮
［
著
］（
あ
い
か
わ
・
ゆ
う
す
け
氏
は
広
島
大
学
法
学
部
助
教
）

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
か
ら
オ
バ
マ
に
至
る
歴
代
大
統
領
と
親
密
な
関
係
を
結
び
、「
ア
メ
リ
カ
の
牧
師
」

と
し
て
彼
ら
の
政
策
に
有
形
無
形
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
牧
師
と
し
て
た
だ
一
人
国
葬
さ
れ
た
グ
ラ
ハ

ム
の
、
主
に
冷
戦
下
70
年
代
ま
で
の
思
想
と
行
動
を
〈
福
音
伝
道
者
〉
と
い
う
観
点
か
ら
解
明
し
た

俊
英
の
力
作
。〈
預
言
者
〉
で
も
〈
祭
司
〉
で
も
な
い
こ
の
独
特
な
宗
教
者
の
類
型
か
ら
何
が
見
え

て
く
る
か
。
ア
メ
リ
カ
宗
教
史
／
政
治
史
へ
の
新
た
な
視
角
。

ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
著
／
瀬
戸
毅
義
訳　

信
じ
る
こ
と
働
く
こ
と
　
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
自
伝�

定
価
２
６
４
０
円

3
月
8
日
発
売

関
連

関
連



3 月の新刊

ヤ
バ
い
神

不
都
合
な
記
事
に
よ
る
旧
約
聖
書
入
門

ト
ー
マ
ス・レ
ー
マ
ー［
著
］／
白
田
浩
一［
訳
］

�

◆
四
六
判
・
２
５
６
頁
・
定
価
２
４
２
０
円

旧
約
聖
書
に
は
、
神
が
残
酷
で
好
戦
的
で
家
父
長
的
だ
と
い
う

印
象
を
与
え
る
記
述
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト

を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。
多
く
の
人
が
躓
き
を
覚
え
る
「
不
都

合
な
記
事
」
を
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た
表
現
の
意
味
と
理
由
を

丁
寧
に
考
察
し
、
神
の
真
の
姿
に
迫
っ
た
異
色
の
旧
約
入
門
。

3
月
25
日
発
売

【目次より】

日本語版への序文

序　論　人間に挑みかかる旧約聖書の神

第一章　神は男性か

第二章　神は残忍か

第三章　神は好戦的な暴君か

第四章　独善的な神の前に人間は罪
人に過ぎないのか

第五章　神は暴力と復讐の神なのか

第六章　神は理解可能か

脱
原
発
の
必
然
性
と 

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
可
能
性

地
震
国
日
本
の
現
実
と
ド
イ
ツ
の
先
例
か
ら
考
え
る

竹
本
修
三・木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
［
著
］

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
［
編
］

�

◆
四
六
判
・
１
８
６
頁
・
定
価
１
６
５
０
円

地
震
大
国
日
本
の
現
実
を
熟
知
す
る

地
球
物
理
学
者
竹
本
修
三
氏
と
、
ド

イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
研
究
す

る
木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
氏
。
両
者

の
興
味
尽
き
な
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

3
月
1
日
発
売

【目次より】
疑問 1  ドイツは福島原発事故
後に脱原発に政策転換した？
／疑問 2  ドイツはフランスの
原発の電力に頼れるから脱原
発できる？／疑問 3  再生可能
エネルギーを増やすと電気料
金がどんどん高くなる？／疑
問 4  再生可能エネルギーは不
安定だから増やすと電力供給
が危ない？／疑問 5  ドイツは
脱原発したから CO2 の排出
が増えている？／疑問 6  脱原
発は「ジャーマン・アングス
ト」の産物？／疑問 7  ドイツ
の脱原発には倫理委員会など
に宗教者が参加しているけど、
宗教家にエネルギー政策を決
めさせていいの？

著者は1955 年マンハイム生
まれ。ジュネーヴ大学、ロー
ザンヌ大学を経て、2008 年
よりコレージュ・ド・フランス教
授。現在は学長も務める。



4 月以降の出版予定から

● 4 月に出た本と雑誌

内
田
樹
著

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論

戦
後
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
思
想
の
出
発
点
を
告
げ
る
『
時
間
と
他
者
』。
難
解
を
も
っ
て
鳴
る

同
書
を
徹
底
的
に
精
読
、
註
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
深
い
苦
し
み
の
時
間
を
生
き
抜

い
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
希
望
の
時
間
論
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
思
想
と
の
真
の
格
闘
の
醍

醐
味
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
書
。�

四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

柴
崎
聰
著

詩
人
は
聖
書
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
［
仮
題
］

多
く
の
詩
人
が
聖
書
に
惹
か
れ
、
そ
の
世
界
を
表
現
し
て
き
た
。
本
書
は
、
島
崎
藤
村
、

三
木
露
風
、
山
村
暮
鳥
、
八
木
重
吉
、
石
原
吉
郎
、
安
西
均
、
島
朝
夫
、
高
野
喜
久
雄
、

片
瀬
博
子
、塔
和
子
、澤
村
光
博
、高
橋
喜
久
晴
、野
村
英
夫
、島
崎
光
正
、阪
田
寛
夫
、

森
田
進
ら
の
聖
書
と
の
取
り
組
み
を
辿
り
直
す
。�

四
六
判
・
予
価
２
７
０
０
円

雨
宮
栄
一
著

反
ナ
チ
抵
抗
運
動
と
モ
ル
ト
ケ
伯
［
仮
題
］

「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
サ
ー
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
る
反
ナ
チ
・
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
と
し
て
ゲ
シ
ュ

タ
ポ
に
逮
捕
さ
れ
刑
死
し
た
法
律
家
モ
ル
ト
ケ
伯
の
評
伝
。
著
名
な
元
帥
の
甥
の
孫
で

あ
り
、
広
大
な
領
地
を
所
有
す
る
ユ
ン
カ
ー
だ
っ
た
伯
が
、
反
ナ
チ
の
思
想
と
行
動
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
を
丹
念
に
追
う
。
著
者
の
遺
作
。�

四
六
判
・
予
価
２
７
０
０
円

戸
田
聡
著

古
代
末
期・東
方
キ
リ
ス
ト
教
論
集

キ
リ
ス
ト
教
修
道
制
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
研
究
や
、『
エ
ジ
プ
ト
人
マ
カ
リ
オ
ス
伝
』
や
最

初
の
シ
リ
ア
語
キ
リ
ス
ト
教
著
作
家
バ
ル
ダ
イ
サ
ン
に
関
す
る
研
究
と
原
典
翻
訳
な
ど
、

他
に
著
者
が
企
図
す
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
『
宗
教
社
会
学
論
集
』
全
訳
を
め
ぐ
る
論
考
を
含

む
27
編
を
収
録
。�

Ａ
５
判
・
予
価
５
５
０
０
円

ア
ー
バ
ン
ソ
ウ
ル
ズ

黒
人
青
年
、
宗
教
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

オ
サ
ジ
ェフ
ォ
・
ウ
フ
ル
・
セ
イ
ク
ウ
著
／
山
下
壮
起
訳

差
別
、
貧
困
、
警
察
暴
力
に
包
囲
さ
れ
た
黒
人
青
年
た
ち
の
窮

境
か
ら
発
現
し
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
。
そ
の
霊
性
を
証
言
し
、
新

た
な
解
放
神
学
を
告
げ
る
。�

◆
Ｂ
６
変
型
判
・
定
価
２
６
４
０
円

中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
七
つ
の
時

片
山
寛
著

神
学
と
哲
学
、
大
学
と
修
道
院
、
疫
病
と
社
会
。
こ
れ
ら
の
関

係
の
中
か
ら
神
に
つ
い
て
の
真
理
を
探
究
し
、
膨
大
な
思
索
を

紡
ぎ
出
し
て
き
た
中
世
キ
リ
ス
ト
教
。
教
理
と
社
会
の
相
互
関

係
史
を
探
究
し
た
14
編
。�

◆
Ａ
５
判
・
定
価
２
７
５
０
円

人
間
存
在
に
内
在
す
る
宗
教
性
に
つ
い
て

三
浦
永
光
著

人
間
の
本
質
的
な
宗
教
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
内
村
鑑

三
の
感
化
を
受
け
た
三
人
の
先
達
、
留
岡
幸
助
、
井
口
喜
源
次
、

黒
崎
幸
吉
の
生
涯
を
た
ど
る
。�

◆
四
六
判
・
定
価
１
６
５
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

3
月
号
　
部
落
解
放
―
― 

歴
史
と
可
能
性

寄
稿
者
：
友
常
勉
、
黒
川
み
ど
り
、
藤
野
豊
、
前
川
修
、
川
﨑
那
恵
、

守
中
高
明
／
好
評
連
載　

山
口
陽
一
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦
、

宇
井
志
緒
利
、
田
崎
英
明
、
村
澤
真
保
呂
、
栗
田
隆
子
、
金

迅
野
、
土
井
健
司

● 2 月に出た本と雑誌



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円

２０22年

4

《
本
誌
七
〇
周
年
記
念
》

創
刊
七
〇
年
に
寄
せ
て�

…
…
…
絹
川
久
子
、
関
田
寛
雄

『
福
音
と
世
界
』
に
お
け
る�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
表
象�

…
工
藤
万
里
江

【
好
評
連
載
】

◆「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
読
む 

3�

…
…
…
山
口
陽
一

◆
新
約
釈
義　

ル
カ
福
音
書 

4�

…
…
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦

◆
ア
ジ
ア
の
草
の
根�

平
和
の
証
し
人�

8�

…
宇
井
志
緒
利

◆
間
隙
を
思
考
す
る� �

非
同
時
代
性
の
た
め
に�

13
…
田
崎
英
明

◆
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
史
序
説 

14�

…
…
…
…
勝
村
弘
也

◆
霊
性
の
エ
コ
ロ
ジ
ー�

あ
る
い
は
ア
ニ
マ
＝
マ
テ
リ
ア�

15�

村
澤
真
保
呂

◆
福
音
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト�

15�

…
…
…
…
…
…
有  

住  

航

な
ぜ
警
察
は
廃
絶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
？�

―
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
内
戦�

　
　
　
　
　
　

高
祖
岩
三
郎

誰
に
と
っ
て
の
秩
序
が
問
題
な
の
か
―
―
警
察
の
暴
力

を
め
ぐ
る
ア
マ
ル
・
ベ
ン
ト
ゥ
ー
シ
と
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
フ
ァ

ッ
サ
ン
の
考
察
を
手
が
か
り
に�

　
　
　
　
　

平
田
周

警
察
の
「
治
安
」
構
想
と
「
民
衆
の
警
察
化
」�

�

　
　
　
　
　
　

大
日
方
純
夫

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
と
警
察�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
伸
之

福
祉
の
警
察
化�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅
田
香
緒
里

生
活
を
下
支
え
す
る
自
治
―
―
京
都
大
学
吉
田
寮�

「
話
し
合
い
の
原
則
」
の
実
践�

　
　
　
　
　
　

吉
田
寮
広
報
室

●
こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
、
わ
た
し
は
育
児
休
業

に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
と
生

活
す
る
周
囲
の
人
か
ら
聞
く
に
は
、
と
に
か
く

生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、
と
く
に
最
初
は
ほ
ぼ

眠
れ
な
い
日
々
が
続
き
そ
う
。
ど
ん
な
暮
ら
し

に
な
る
の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
思
う
に
、

そ
ん
な
と
き
に
こ
そ
映
画
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
も
、「
こ
う
い
う
絵
が
撮
り
た
い

ん
だ
! !
」
と
い
う
熱
意
だ
け
で
作
ら
れ
た
、
頭

を
空
っ
ぽ
に
し
て
観
ら
れ
る
、
た
だ
た
だ
勢
い

の
あ
る
映
画
が
。
育
休
中
、
こ
の
欄
で
は
そ
ん

な
映
画
に
つ
い
て
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
一
作
目
は
わ
た
し
の
最
も
好
き
な
映

画
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
』（
二
〇
〇
五
）。『
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
』
シ
リ
ー
ズ
以
降
イ
マ
イ
チ
作

品
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス

が
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
不
良
エ
ク
ソ
シ
ス

ト
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
と
な
っ
て

悪
魔
や
天
使
と
激
闘
を
繰
り
広
げ
る
、『
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
』
と
は
対
照
的
な
世
界
観
と
そ
ち
ら

に
負
け
な
い
ク
ー
ル
な
映
像
で
話
題
を
呼
ん
だ

ア
メ
コ
ミ
原
作
の
ホ
ラ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

神
を
も
恐
れ
ぬ
不
遜
な
態
度
で
、
十
字
架
型
の

シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
（
銃
撃
だ
け
で
な
く
打
撃
に
も

使
え
て
、
超
カ
ッ
コ
い
い
…
…
）
を
片
手
に
夜

の
街
を
疾
走
す
る
ジ
ョ
ン
に
、
高
校
生
の
こ
ろ

に
初
め
て
観
て
以
来
ず
っ
と
憧
れ
て
き
ま
し
た
。

自
己
犠
牲
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
な
発
想

を
コ
ア
に
置
く
ス
ト
ー
リ
ー
も
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
こ
こ
で
は
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
俺

は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
。
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ン
だ
」
と
い
う
決
め
台
詞
が
素
晴
ら
し

い
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
で
す
。（
堀
）

●
二
月
に
刊
行
す
る
予
定
だ
っ
た
『
ビ
リ
ー
・

グ
ラ
ハ
ム
…
…
』
が
作
業
の
遅
れ
で
三
月
と
な

り
ま
し
た
（
再
掲
し
ま
す
）。
同
書
は
ウ
ェ
ー
バ

ー
に
よ
る
「
祭
司
」
と
「
預
言
者
」
に
加
え
て

「
福
音
伝
道
者
」
と
い
う
理
念
型
を
立
て
て
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
政
教
関
係
を
分
析
し
た
意
欲

作
で
す
。
そ
の
制
作
の
追
い
込
み
中
に
去
来
し

た
の
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
ロ
シ
ア
の
政
教

関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
で

し
た
。
小
社
は
東
方
正
教
会
の
信
仰
と
歴
史
に

関
す
る
本
を
何
冊
か
出
し
て
い
ま
す
が
、
主
と

し
て
奉
神
礼
の
神
学
で
あ
り
（
そ
れ
は
も
ち
ろ

ん
西
方
教
会
に
と
っ
て
重
要
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

す
が
）、
今
日
正
教
会
が
国
家
と
ど
う
向
き
合

お
う
と
し
て
い
る
か
・
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

を
神
学
的
に
論
じ
た
本
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
次

の
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
多

く
の
教
派
・
教
団
が
憂
慮
と
批
判
の
声
を
上
げ

て
い
ま
す
。
で
は
ロ
シ
ア
国
内
、
と
り
わ
け
モ

ス
ク
ワ
総
主
教
庁
系
の
正
教
会
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
王
冠
を
寿
ぐ
祭
司
で
あ
り

続
け
る
の
か
、
預
言
者
的
な
言
葉
を
発
し
う
る

の
か
。
普
遍
的
な
人
類
愛
を
説
く
一
方
で
ス
ラ

ブ
排
外
主
義
に
固
執
し
た
と
い
う
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
の
こ
と
も
想
起
さ
れ
ま
す
。（
小
林
）

特
集
：
警
察
は
必
要
か

『
福
音
と
世
界
』
に
お
け
る
ジェン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュア
リ
テ
ィ
表
象
…
…
…
工
藤
万
里
江


